

































Routledge, 2012’の第 1章 ‘Introduction’および第 11 章の “IS─MP, Aggregate 


































































































































費（貯蓄），第 9章では投資と資産市場，第 10 章ではマクロ経済を理解する
ために重要な市場の１つである労働市場について，それぞれ議論する。
　本書の第 3部では，マクロ経済政策に関する様々な話題について議論す
る。まず第 11 章では，伝統的な IS─MPモデルや総供給  ─  総需要モデルにつ
いて，さらに合理的期待や new Keynesianによって改良されたモデルについ


































































となる。すなわち，Gが 1,000 ユーロ増加すると総産出量は 1,667 ユーロ増
加するというわけである。明らかに，cmpcが大きいほど，また tが小さいほ
ど，乗数は大きくなる。
　乗数効果は，図 11．1 に描かれている。この図は，古典的な Keynesの交
IS─MP，総需要，総供給（永冨）
─ 77 ─
差図（Keynesian cross）を表していて，当初の均衡所得水準は Y＊ である。
この均衡水準で，総支出は総産出量（45°線で与えられる）と一致する。独






































































　実質残高の需要は，実質利子率 rと期待インフレ率 p eの和で表される名
目利子率 （i＝r＋p e） と実質所得水準 Yによって決まってくる。
M
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は関数 r（Y, p） で表され，その導関数は rY＞0および rp＞0となる。
　（11．2）式を変形すると，金融政策の内生変数となる名目貨幣供給量の式
を導出することができる。






























































































































































































































　異なるこれら 2つの見方は，p＊t＝f Et－1（pt）＋（1－f）pt－1 のような式を仮


































































　上述したように，IS曲線は実質利子率 r（＝i） と総所得 Yの組み合わせを


















































































　信用スプレッドが w 2 へ上昇すると，isは低下し，銀行組織に対する家計
の貸付資金供給量（貯蓄）は L2 へと減少する。図 11．7 では，IS曲線と MP




＝L（r（Y, p）＋p e, Y）＝





預金に切り替えようとする。中央銀行による金融政策のルール is（Y, p） は is





































































※　 本翻訳は，原著「Essentials of Advanced Macroeconomic Theory」の著者である Ola 
Olsson，ならびに権利者である TAYLOR & FRANCIS（UK）の許諾を得て行ってい
る。
1）　本書の翻訳は，2015 年 6 月に立ち上げた「経済学研究会」の第１期のプロジェク
ト「翻訳プロジェクト」として行っている事業である。研究会のメンバーは，2015




















































　以下，参考文献として原著の第 1章と第 11 章の本文および脚注の中で記載のあ
った文献について記載する。
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